
月例情報市場報告 

ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク 

 

2016/518、総会と月例情報市場を開催しました! 多くの方にご参加いただきました。

ありがとうございました。 

次回は 6／15(水)16:00～です。是非お出かけください! お待ちしています。 

 

 

5／18 日(水)定時総会を開催いたしました。 

2015 年度事業の決算・監査報告、2016 年度の事業計画・予算計画、及び会則の一部改

正と役員改選についてご承認いただきました。ありがとうございました。 

 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 

  

 

総会後の月例情報市場には 24 名(内理事 8 名)のご参加をいただきました。 

今回ご参加いただいた方々です。 



 

(順不同) 

・(公財)長寿社会開発センター長野支部 齊藤さん 

・天空の里いもい農場 西沢さん 

・プロジェクト亞璃紗 臼井さん 

・長野市ボランティアセンター 宇都宮さん 

・NPO.ワーカーズコープかがやき  新井さん 

・NPO 法人ワークハウス太陽おおぞら 高島さん 

・ながの子どもを虐待から守る会 村瀬さん 

・長野市ボランティアセンター 小宮山さん 

・NPO 法人子どもステーションいちにのさん 高橋さん 

・長野県長寿社会開発センター  内山さん(支援ネット理事) 

・長野県 NPO センター 小林さん(支援ネット副会長)  

・支援ネット会長  込山さん 

・長野県地域生活定着支援センター  大蔦さん 

・山楽会  高沢さん(支援ネット副会長)  

・西敬寺  木賣さん(支援ネット理事) 

・被災地オテガミプロジェクト  久保田さん 

・連合長野  西山さん(支援ネット理事) 

・株式会社エーシーエ設計  竜野さん(支援ネット理事) 

・NPO 法人ライフデザインセンター  小川さん(支援ネット理事) 

・ブルースカイ出会いの広場  太田さん 

・NPO 法人ヒューマンネットながの 高橋さん 

・精神保健福祉ボラ ホワイトナッツ 本田さん 

・社会福祉法人森と木 久保さん 



・社会福祉法人森と木 三井さん 

 
 

今日は情報市場の前に定時総会があったので、8 名の理事の参加がありました。中に久し

振りに情報市場に参加したが、大勢の方の参加があり、改めて継続の力を感じたとの意見

がありました。 

 

いつものように全員の自己紹介があり、司会の込山会長より来月 6 月 18 日に公開審査が

行われるささえあい応援金の応募予定のあるグループのひとつ、天空の里いもい農場の西

沢さんにお話をきくと、先月の情報市場でささえあい応援金の話を聞き、自分たちの活動

で農機具の劣化等で困っていたのでこれだと思い、5 月 14 日の「助成金勉強会」に参加

して申請方法やプレゼンテーションの考え方など勉強した。当日実際の審査員も今日の理

事の中にいると聞き、思いを伝えてくださいましたが、みなさんの質問でわかったのが、



農機具というのは鍬や鎌といったもの。そこで、今山間地では農業を離れている人が多く、

昔からの家には今は使っていない農機具が沢山あるのではないか。新しい物を買うという

ことではなく、そういうところから頂く、そして頂いたことから新たな関係も生まれると

いうこともあるのではないかという意見が出て更に、うちの実家がすでに離農して農機具

がそのままになっている、必要なら使ってくださいという申し出がありました。また、鎌

の研ぎ方鍬の柄は素人には難しい、昔は職人が各家庭を回ってくれたものだがといった深

い懐かしい話の展開になってゆき、更には手作業で鍬を使い体験し、ふれあいを大切にす

るというだけだったらいいかもしれないが、少しでも効率良くとか良い作物をと考えるの

であったなら、動力機せめて「まめトラ」ぐらい考えたらどうかという提案があったら、

直ぐに「うちに使わなくなった耕運機があるのでよかったら使って」という話までポンポ

ン出てきました。早い話の展開に一番戸惑っているのは西沢さんのようでした。 

 

・長野県地域生活定着支援センター 大蔦さん、刑務所出所者の生活支援を行っている中で、

冷蔵庫、洗濯機、衣類特に男性衣類が不足している。皿等食器の提供は足りている。 

関連して、西敬寺 木賣さん(支援ネット理事)は現在寺関係で熊本の被災地へ生活セットと

言って、家庭で使っている衣装ケースに最低限必要な鍋・フライパンにヤカンなどを詰め

て 1 家庭に 1 つ届ける活動をやっている。詳しいことはフェイスブックでお知らせします

のでご協力お願いします。 

 

・社会福祉法人森と木 久保さん、今年度子どもさん向けに当施設で作ったお菓子を児童

館・児童センターでおやつとして使ってもらいたいがなかなか難しい、どなたかどこの児

童館・児童センターでもよいので私を紹介していただけないでしょうか？ 

 市の連絡会等でプレゼンテーションしたらどうか、取りまとめているところ(児童館や児

童センターの)に営業したほうがよいのではといった意見に、取りまとめは社協だが、実は

社協に出来ないと言われてしまった。 では、「食の大切さ」とか「障がい者施設で作った」

「食の安全」など切り口を変えたらどうか。今までの業者(地域の商店かもしれないし、生

協かもしれないが)から森と木に変えるというのはやはりそれなりの理由が必要になる。単

なる営業活動ではないはず。 

 

 長野は法事の際返礼品がつきもので森と木の商品も紹介させてもらっているが今回の熊

本の震災で返礼品に熊本の商品を使うこともかんがえている。単に返礼品というだけでな

くプラスアルファが必要となってくる。森と木もその辺を考えたらどうでしょう。 

 

 それこそが W と H。なぜ今それが必要なのか、何のために。ただ売るためだけでなく、

人の心を動かすということが大事。 

 



そして込山会長より、先日の応援金の勉強会でのワークに４つのステップというのがあり

ました、①問題提起(社会・地域の現状) ②理想(目指すべき方向) ③①と②のギャップ(夢

と現実との差をうめるための解決策) ④結果(未来の笑顔)  

① 、②、③、④を埋めていくわけですが、この考え方が必要なんですよね。最後には笑顔

になるということがいいですね。 

支えあい応援金の申し込みは今月いっぱいです。参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 



みどりの市民からのお知らせがありました。下記のチラシのように今年もライトダウンキ

ャンペーンが行なわれます。期間中ライトダウンのご協力をお願いします。支援ねっとも

協力しています。 

 

 

 

 

 

 



 


